
も
く
じ

● 2 ～ 3 Ｐ
　 いのち守る、私たち

医療労働者は戦争に
反対します

● 4 ～ 5 Ｐ
　岩手県・東日本大震災
　連帯企画
● 6 ～ 7 Ｐ
　時には音楽
　トークプラザ
　ちょっとひと味

組合こそが平和運動の原動力！

NPT再検討会議ニューヨーク行動

　京都医労連の代表として2015年NPT再検討会議ニュー
ヨーク行動に参加しました。医労連書記局、各単組、福知
山地方協の各単組の皆様の応援とカンパありがとうござい
ました。
　NPT再検討会議を翌日に控えた４月26日原水協代表団は
ユニオンスクエアに集合し、日本ではめざましテレビでも
放送された１万人規模の核兵器廃絶を求めるパレードを各
国の代表団とともに行いました。国連本部前のハマーショ
ルド広場へ終結、最大の目的としていた「核兵器全面禁止
のアピール署名6,336,205筆をNPT再検討会議のタウス・
フェルキ議長とアンゲラ・ケイン国連軍縮担当上級代表へ
提出しました。翌日のNPT再検討会議冒頭で潘基文事務総
長は署名を「軍縮のチャンピオンに感謝」と紹介されました。
　４月27日、全労連の米反戦労働連合会との交流集会に出
席しました。全労連野村副議長は「職場で世論を広め戦争
のない世界を」、日本医労連奥山中央副執行委員長は「私達
は命を守る医療、福祉労働者の使命から平和運動の取り組

みをしている」と発言されました。
　日本原水協代表会議、国際シンポジウム「ともに核兵器
のない世界へ新たな地平を開こう」では1,058人全員が集
まり、署名提出が成功したこと、被爆70年の世界大会へ前
進しようと呼びかけました。
　４月28日は医療福祉関係者のつどいへ参加しました。ア
メリカでは健康保険の加入義務はなく、加入制限がありま
した。オバマケアによって健康保険制度の大改革が実施さ
れたことの発言がありました。日本の被爆２世からは放射
能被害が隠ぺいされ、みんなが知らないことが核兵器や原
発がなくならないことにつながっていると訴えました。
　「組合が平和や核兵器に関係あるの？」とよく聞かれま
す。社会の大多数を占める労働者の地位改善が社会の安定
や平和の維持に必要であり、命と健康を守る医療福祉労働
者としての使命があり、命と健康を奪う戦争や核兵器には
反対だと伝えていきます。
 井上まり子（福知山市民病院労組）
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い
の
ち
守
る
、私
た
ち
医
療
労
働
者
は

戦
争
に
反
対
し
ま
す

日
本
を
殺
し
、殺
さ
れ
る
国
に
し
て
い
い
の
か
!

憲
法
違
反
の
自
衛
隊
の
集
団
的
自
衛
権
を
許
す
な
!

憲
法
９
条
を
守
ろ
う
!

安
倍
自
公
政
権
は
５
月
15
日
国
会
に
、
日
本
を
海
外
で
戦
争
す
る
国
に
す
る
、「
国

際
平
和
支
援
法
案
」と「
平
和
安
全
法
制
整
備
法
案
」を
国
会
に
提
出
し
ま
し
た
。こ

れ
ら
は
、今
ま
で
は
憲
法
で
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
、ア
メ
リ
カ
が
起
こ
す
戦
争
に
日

本
の
自
衛
隊
が
一
体
と
な
っ
て
参
戦
す
る
こ
と
を
容
認
す
る
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
を
具
体
化
す
る
も
の
で
、
日
本
国
憲
法
に
明
ら
か
に
違
反
す
る
内
容
で
す
。
戦

後
70
年
間
、
自
衛
隊
員
が
た
だ
の
一
人
た
り
と
も
、
戦
場
で
殺
し
、
殺
さ
れ
な
か
っ

た
の
は
、憲
法
９
条
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
で
す
。
日
本
を
殺
し
、殺
さ
れ
る
国
に
す

る
な
の
声
を
広
げ
、
希
代
の
悪
法「
戦
争
法
案
」を
廃
案
に
追
い
込
み
ま
し
ょ
う
。

医労連MeSo
法律相談 Q&A

Q 父は脳梗塞で倒れた後、数年寝たきりの状
態が続き、先日亡くなりました。相続人は

私と弟の二人だけです。この間、父の介護は同居
していた私と妻とで献身的に行ってきました。ま
た弟は結婚する際に、父から住宅購入資金として
1,000万円をもらっています。父の遺産を公平に
分けるための方法がありますか。

A 相続人が複数いる場合、共同相続人は特段の事
情のないかぎり、その相続分に応じて相続財産

を承継するのが原則です。しかし、共同相続人の間に、
被相続人から生前に特別な贈与を受けている人がいる
場合や、被相続人の財産の取得・維持に特別な貢献の
ある人がいる場合には、これらの事情を考慮せず相続
分どおりに遺産分割したのでは公平を欠くことになり
ます。
　そこで、被相続人の生前に婚姻、養子縁組または生
計の資本として贈与を受けた人や遺言で遺贈を受けた
人（特別受益者）がいる場合は、それは実質的な遺産
分けという意味合いがあることから、被相続人の死亡
時の遺産に、これらの贈与や遺贈の財産価値を加えた
ものを相続財産とみなして、法定相続分から贈与等の
金額を差し引いて相続分を決めることになります（民
法903条１項）。従って、例えば、死亡時の遺産として
預貯金が3,000万円あった場合には、生前に贈与され
た1,000万円を加えた4,000万円を相続財産とみなし、
それを相続分（２分の１）に応じて分けることになる
ので、あなたの場合は預貯金のうち2,000万円をもら
うことができます。
　また、共同相続人の中に、被相続人の事業に関する
労務の提供、財産の給付、または被相続人の療養看護
などにより被相続人の財産の維持または増加につき特
別の寄与をした人がいる場合は、これを寄与分として
評価し、これを遺産から差し引いたものを相続財産と
みなし、相続分に従って分けることになります。被相
続人の療養看護についての寄与分を500万円とすると、
預貯金3,000万円からこれを控除した2,500万円を相
続分（２分の１）に応じて分けることになるので、あ
なたは1,250万円＋500万円＝1,750万円を取得でき
ることになります。
　あなたの場合は、特別受益と寄与分の両方があった
ことになりますから、相続開始時の遺産総額（3,000
万円）に特別受益額（1,000万円）を加えたものから、
寄与分額（500万円）を控除した3,500万円をみなし
相続財産とします。これに相続分（２分の１）を乗じ
たもの（1,750万円）が本来的相続分となります。こ
こから特別受益額を控除し、寄与分額（500万円）を
加えたものが具体的な相続分額になります。あなたは
1,750万円－０円＋500万円＝2,250万円となり、弟さ
んは1,750万円－1,000万円＋０円＝750万円となり
ます。
 （京都第一法律事務所　弁護士　浅野 則明）

時
の
内
閣
に
憲
法
を

勝
手
に
解
釈
す
る

権
限
な
し

　

安
倍
自
公
政
権
は
、
2
0
1
4
年
７
月
１
日

の
閣
議
決
定
で
、「
他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃

が
発
生
し
」
そ
れ
を
「
我
が
国
の
存
立
が
脅
か

さ
れ
る
」
事
態
と
見
な
せ
ば
、
他
国
の
戦
争
に

自
衛
隊
を
参
戦
さ
せ
ら
れ
る
と
、
勝
手
に
憲
法

解
釈
を
変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
国

站
」活
動
を
狙
い
撃
ち
に
す
る
の
で
す
。「
後
方

支
援
」
は
、
武
力
行
使
そ
の
も
の
で
す
。
安
全

な
「
後
方
支
援
」
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

集
団
的
自
衛
権
行
使
で
、

ア
メ
リ
カ
が
起
こ
す
戦
争
に

自
衛
隊
が
参
戦

　

今
ま
で
は
、
ア
メ
リ
カ
が
世
界
の
ど
こ
か
の

国
に
戦
争
を
し
か
け
た
場
合
に
、
日
本
が
参
戦

し
、
武
力
行
使
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
認
め
れ
ば
、
日

本
も
ア
メ
リ
カ
が
起
こ
す
戦
争
で
武
力
行
使
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
参
戦

要
請
が
あ
っ
て
も
日
本
は
断
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
事
実
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会

で
ア
メ
リ
カ
が
行
っ
た
武
力
行
使
へ
の
非
難
決

議
が
上
が
っ
て
も
、
日
本
政
府
は
ま
と
も
な
反

論
や
反
対
を
た
だ
の
一
度
も
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。

の
最
高
法
規
で
あ
る
憲
法
に
よ
っ
て
権
力
が
縛

ら
れ
、
国
民
の
権
利
が
守
ら
れ
る
の
が
、
民
主

主
義
の
根
本
で
あ
る
立
憲
主
義
の
考
え
方
で
す
。

時
の
内
閣
が
勝
手
に
都
合
の
い
い
よ
う
に
憲
法

解
釈
を
変
え
て
、
自
衛
隊
を
海
外
に
派
兵
す
る

な
ど
、
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
後
方
支
援
」だ
か
ら
安
全
は

真
っ
赤
な「
ウ
ソ
」

　
「
後
方
支
援
」
と
い
う
と
、戦
場
の
後
ろ
の
方

で
物
資
の
補
給
や
輸
送
を
行
う
の
で
、
戦
場
の

前
線
よ
り
少
し
は
安
全
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、そ
れ
は
大
き
な
間
違
い
で
す
。
そ

も
そ
も
「
後
方
支
援
」
な
る
言
葉
は
、国
際
的
に

は
通
用
し
な
い
日
本
独
特
の
造
語
で
す
。
国
際

的
に
は
「
兵
站
」︵
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
︶
と
呼
ば

れ
、
武
力
行
使
の
一
部
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦

場
に
運
ば
れ
る
燃
料
が
な
い
こ
と
に
は
、
武
器

は
使
え
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
敵
軍
は
「
兵

　

５
月　

３
日　

 

▼
「
平
和
と
い
の
ち
と
人
権

を
！
５・
３
憲
法
集
会
」
横
浜

に
３
万
人

13
日　

 

▼
自
民
党
の
村
上
誠
一
郎
議

員「
憲
法
が
有
名
無
実
化
」す

る
と
発
言

25
日　

 

▼
野
中
広
務
氏「
死
ん
で
も
死

に
き
れ
ず
」
古
賀
誠
氏
「
恐

ろ
し
い
国
に
な
っ
た
」

　

６
月　

４
日　

 

▼
衆
議
院
憲
法
審
査
会　

自

民
党
推
薦
の
学
者
含
め
て
３

人
と
も
「
違
憲
」
表
明

13
日　

 

▼
「
戦
争
法
案
必
ず
止
め
る
」

東
京
大
集
会
に
１
万
６
千
人

15
日　

 

▼
「
強
い
憤
り
」
を
表
明　

学

者
2
7
0
0
人
余（
６
月
19
日

に
は
5
0
0
0
人
）

　
　
　

 

▼
国
会
包
囲
２
万
５
千
人
／

若
者
で
も
3
5
0
0
人

　
　
　

 

▼
高
知
県
で
公
聴
会　

６
人

中
５
人
が
「
反
対
」
理
解
示

す
知
事
も
「
十
分
論
議
を
」

18
日　

 

▼
作
家
の
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん

（
93
）
病
身
を
お
し
て
国
会
前

で
、車
イ
ス
か
ら
立
ち
上
が
り

戦
争
法
案
ノ
ー
を
訴
え
る

19
日　

 

▼
戦
争
法
案
「
反
対
」「
慎
重

審
議
」
求
め
る
地
方
議
会
、連

日
増
え
て
1
1
6
に

戦争法案❶
間違っている
そもそも

戦争法案❷
間違っている
そもそも

戦争法案❸
間違っている
そもそも

「軍事栄えて民滅ぶ」、これこそが戦争の本質
2015年度社会保障予算削減項目

介護報酬引き下げ（-4.48％） 1130億円
介護保険利用料への２割負担導入 123億円
介護施設の食事代・部屋代の負担増 100億円
生活保護の削減（生活扶助基準引き下げ） 260億円
その他… 合計　約3900億円削減
日本が購入予定のオスプレイ17機

約3600億円に匹敵！

日本国憲法
第９条

① 

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国

権
の
発
動
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す

る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。

② 

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し

な
い
。
国
の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。

21
日　

 

▼
京
都
で
学
生
ら
2
2
0
0

人
が
デ
モ
で
「
戦
争
法
案
、絶

対
反
対
」
を
訴
え
「
憲
法
の
番

人
は
国
民
」
兵
庫
県
弁
護
士

会
の
集
会
に
9
0
0
0
人

23
日　

 

▼
沖
縄
で
開
催
さ
れ
た
沖
縄

戦
慰
霊
集
会
に
安
倍
首
相
出

席
参
加
者
か
ら「
帰
れ
！
」「
何

し
に
来
た
！
」
罵
声
が
浴
び

せ
ら
れ
る

26
日　

 

▼
19
歳
女
性
フ
リ
ー
タ
ー
が
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
呼
び
か
け
た

「
戦
争
し
た
く
な
く
て
ふ
る
え

る
」
に
1
0
0
0
人
集
ま
る

　
　
　

 

▼
作
家
の
百
田
尚
樹
氏
が「
沖

縄
２
紙
つ
ぶ
せ
」
と
暴
言
を

吐
き
、全
国
各
地
か
ら
怒
り
の

声
が
あ
が
る

NO

全
国
各
地
に
広
が
る

戦
争
法
案 

の
声
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釜
石
市
内
見
学

　

夜
行
バ
ス
で
朝
８
時
に
釜
石
駅
前
到
着
、
橋

上
市
場
に
て
朝
食
。
岩
手
医
労
連
中
野
委
員
長

と
合
流
後
、
９
時
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
藤
原
さ
ん
と
バ
ス
に
乗
込
み
、
現
地
見
学
出

発
！

　

大
槌
小
学
校
の
あ
っ
た
場
所
の
隣
に
は
中
学

校
も
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
今
は
何
も
無
く
な
っ

て
い
る
。
震
災
前
は
岩
手
県
で
2
番
目
の
大
槌

湾
の
砂
浜
海
水
浴
場
。
地
盤
沈
下
し
て
、
砂
浜

は
海
面
下
に
没
し
て
し
ま
っ
た
。
県
立
大
槌
病

院
跡
は
、
か
す
か
に
１
階
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部

分
ら
し
い
と
こ
ろ
が
見
え
た
。
三
陸
自
動
車
道

を
釜
石
市
街
地
に
戻
る
。
津
波
避
難
場
所
か
ら

釜
石
港
を
望
む
と
、
４
年
も
経
つ
の
に
津
波
の

傷
跡
が
あ
ち
こ
ち
に
見
え
た
。
ダ
ン
プ
が
駆
け

回
り
、
重
機
が
あ
ち
こ
ち
で
動
い
て
い
る
。

　

こ
の
バ
ス
見
学
も
１
時
間
半
程
度
の「
弾
丸
」

で
停
ま
っ
て
ゆ
っ
く
り
見
る
こ
と
も
出
来
な
く

て
残
念
。
三
陸
鉄
道
に
乗
り
、
次
の
目
的
地
へ

移
動
し
、
釜
石
を
後
に
し
た
。

　
釜
石
か
ら
大
船
渡
へ

　

釜
石
駅
か
ら
三
陸
鉄
道
南
リ
ア
ス
線
で
三
陸

駅
に
向
か
う
。
南
リ
ア
ス
線
は
リ
ア
ス
海
岸
沿

い
を
走
っ
て
、長
大
な
ト
ン
ネ
ル
が
多
い
。全
線

運
行
再
開
は
昨
年
の
４
月
か
ら
で
、
ク
ウ
ェ
ー

ト
か
ら
の
支
援
で
購
入
し
た
車
両
で
運
行
さ
れ

て
い
る
。

　

三
陸
鉄
道
の
約
1
0
0
人
の
社
員
は
無
事
で
、

山
の
近
く
を
走
る
北
リ
ア
ス
線
の
一
部
な
ら
、

が
れ
き
が
撤
去
で
き
れ
ば
復
旧
で
き
る
と
判
断

し
、
震
災
５
日
後
の
16
日
に
区
間
運
転
を
再
開

し
た
。
再
開
当
初
は
復
興
支
援
で
３
月
中
は
運

賃
を
無
料
に
し
た
と
の
こ
と
。
三
陸
駅
か
ら
大

船
渡
に
向
か
い
、
仮
設
住
宅
の
住
民
の
方
々
と

交
流
を
お
こ
な
っ
た
。

　

大
船
渡
の
仮
設
住
宅
で
は
、
京
都
か
ら
お
米

を「
医
労
連
米
」と
し
て
持
参
。
仮
設
の
人
か
ら

は
と
て
も
喜
ば
れ
た
。
お
返
し
に
山
菜
の
「
し

ど
け
」
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
N
H
K
岩
手

が
「
京
都
の
看
護
師
、介
護
士
が
支
援
に
き
た
」

と
取
材
。
地
元
で
は
４
回
も
ニ
ュ
ー
ス
で
放
送

さ
れ
、
大
き
な
話
題
に
。
仮
設
の
人
達
に
聞
く

と「
こ
の
仮
設
に
住
ん
で
い
る
人
は
、同
じ
村
の

出
身
。
元
気
の
源
は
近
所
の
人
達
で
、
顔
見
知

り
で
あ
る
こ
と
」
と
、
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
重
要
性
を
感
じ
た
。

陸
前
高
田
市
内

　

仮
設
の
陸
前
高
田
市
役
所
か
ら「
奇
跡
の
一
本

松
」ま
で
を
市
会
議
員
の
藤
倉
氏
の
案
内
で
回
る
。

　
「
鉄
道
の
整
備
は
遅
れ
て
い
ま
す
。Ｊ
Ｒ
駅
の

跡
地
は
バ
ス
停
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
運
行

し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
鉄
道
整
備
が
進
ま
な

い
と
町
の
発
展
の
遅
れ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。
東
日
本
大
震
災
津
波
救
援
・
復
興
岩
手

県
民
会
議
で
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
へ
要
請
に
行
き
ま

す
が
面
会
す
ら
し
て
も
ら
え
な
い
状
況
で
す
」

と
藤
倉
さ
ん
。

　

市
内
は
、地
盤
沈
下
し
た
低
地
部
の
か
さ
上
げ

の
区
画
整
理
を
進
め
て
い
る
最
中
で
、
あ
る
の
は

盛
り
土
と
工
事
車
両
の
み
。
い
ま
だ
に
復
興
は
進

ん
で
お
ら
ず
、
津
波
被
害
の
大
き
さ
を
感
じ
る
。

　
「
区
画
整
理
の
た
め
に
地
権
者
に
承
認
の
契

約
を
と
る
の
に
２
年
か
か
り
ま
し
た
。
山
を

削
っ
て
、
そ
の
盛
り
土
を
置
く
仮
置
き
場
の
許

可
を
と
る
に
も
地
権
者
か
ら
の
承
認
の
契
約
が

必
要
に
な
り
ま
す
」
と
の
こ
と
。

県
立
高
田
病
院

　

市
内
見
学
の
後
に
県
立
高
田
病

院
を
訪
問
。こ
の
病
院
は
震
災
直

後
か
ら
仮
設
の
建
物
で

診
療
を
行
っ
て
い
る
。看

護
師
で
高
田
支
部
書
記

長
の
大
浦
さ
ん
、
元
大
船
渡

支
部
支
部
長
で
現
在
は
市
議
会
議
員
の
大
坪
さ

ん
の
お
二
人
に
病
院
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
く
。

　
「
県
立
高
田
病
院
は
４
階
建
て
で
し
た
が
４

階
ま
で
大
津
波
に
の
み
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
、
病
院
機
能
も
完
全

に
停
止
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
３
月
13
日
に
は

避
難
所
と
な
っ
た
高
台
に
あ
る
米
崎
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
診
療
活
動
を
開
始
し

ま
し
た
。
そ
し
て
７
月
に
仮
設
診
療
所
が
完
成

し
、
翌
年
の
２
月
か
ら
は
41
床
の
仮
設
病
棟
を

開
設
し
て
入
院
の
受
け
入
れ
を
再
開
し
ま
し
た
。

仮
設
病
棟
で
入
院
患
者
を
受
け
入
れ
る
の
は
全

国
初
の
こ
と
で

す
。
現
在
で
は

震
災
前
と
ほ
ぼ

同
等
の
診
療
が

可
能
に
な
っ
て

い
ま
す
。」

　

高
田
病
院
で

は
以
前
か
ら
訪

問
診
療
な
ど
の

高
齢
者
医
療
の
提
供
に
重
点
を
置
い
て
い
て
、

震
災
後
も
市
内
11
地
区
や
仮
設
団
地
で
、
健
康

講
演
会
を
企
画
し
、
地
域
住
民
へ
の
健
康
講
座

や
懇
談
な
ど
を
続
け
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、農
作

業
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
仮

設
住
宅
入
居
者
の
心
身
の
ケ
ア
の
た
め
に
、
畑

作
り
を
企
画
し
て
い
る
。

　

農
園
は
仮
設
住
宅
に
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た
被

災
者
の
方
々
の
健
康
維
持
や
住
民
同
士
の
交
流

の
場
と
な
っ
て
お
り
、
収
穫
し
た
野
菜
を
東
京

で
販
売
す
る
な
ど
、
病
院
と
し
て
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

震
災
前
に
は
病
院
が
診
療
所
に
な
る
計
画
も

あ
っ
た
ら
し
い
が
、
病
院
を
な
く
し
て
は
な
ら

な
い
と
反
対
運
動
が
あ
り
、
高
田
病
院
は
残
っ

た
と
の
こ
と
。
病
院
と
地
域
の
信
頼
関
係
が

し
っ
か
り
築
か
れ
て
い
て
、
地
域
の
み
な
さ
ん

の
た
め
に
と
奮
闘
す
る
病
院
職
員
の
様
子
を
聞

き
、
こ
の
地
域
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い

病
院
だ
と
感
じ
た
。

合掌をモチーフに作ら
れたJR釜石駅の復興
の鐘

釜石市の高台避難場所　ボランティアガイド
の藤原さん。語りべとして、多くの人に震災
の事実を伝えている。

大槌町役場　町長を含め33人の死者・行方不
明者がでた。大槌町の犠牲者率は宮城県女川
町に次いで大きい。

陸前高田市の奇跡の一本松

三
陸
駅
で
地
元
の
方
に
「
ど
ち
ら
か

ら
？
」
と
声
を
か
け
ら
れ
「
京
都
か

ら
」
と
答
え
る
と
、
驚
い
た
顔
を
し

た
後
、
ペ
コ
リ
と
お
辞
儀
を
し
て
列

車
に
乗
り
込
ん
で
行
か
れ
た
。

プレハブの建物が並ぶ大船渡の仮設住宅

岩手県・東日本大震災
連帯企画

京都医労連

　５月７日～９日に岩手県・東日本大震災
連帯企画を岩手医労連協力の下で実施し
た。震災から４年を超えたが、復興にはま
だまだ程遠い現実があった。
　医労連は、4年前から東北支援に取り組
んでいるが、さらに大きな支援の輪が広
まれば幸いである。

　今回、京都医労連の連帯企画の話
をいただいたとき、「これは何として
も全面バックアップしなければ」と
思いました。
　震災直後は停電が発生し、通信も
断たれてしまい、情報が入らず歯痒
い思いをしていたことを覚えていま
す。震災から４年を超えましたが復
興はまだまだです。
　被災地として、一番の願い「忘れ
ない」ということ、住民本位の復興
の実現、国や岩手県の責任を追及す

る取り組みに、大きな支援
を引き続きお願いします。

 岩手医労連執行委員長　
中野　るみ子

病院のロビーに飾られ
ていた「東北応援団」
のマスコット。ふと見
るだけでも心が和む。

陸
前
高
田
未
来
商
店
街（
仮
設
）の

「
く
い
ど
こ
ろ
小
澤
」

　

ち
ょ
っ
と
い
か
つ
い
お
や
じ
さ
ん
と
、

ま
っ
ち
ゃ
ん
と
呼
ば
れ
る
お
ば
ち
ゃ
ん

の
お
店
。
我
ら
が
入
っ
て
超
満
員
。
時

間
が
迫
っ
て
い
た
の
で
お
任
せ
二
色
丼

1
0
0
0
円
也
を
注
文
す
る
。マ
グ
ロ
、タ

コ
、
イ
ク
ラ
、
ワ
ラ
サ
、
サ
ー
モ
ン
、
ボ
タ

ン
エ
ビ
、
マ
ン
ボ
ウ
、
ア
ジ
、
平
目
、
イ

カ
、
ホ
タ
テ
の
ど
ん
な
組
み
合
わ
せ
で
い

た
だ
け
る
か
は
、
お
や
じ
さ
ん
次
第
。
何

が
来
て
も
新
鮮
で
最
高
に
お
い
し
い
。
次

は
三
色
丼
を
い
た
だ
き
た
い
。

京
都
医
労
連
で
は
、
岩
手
、
宮

城
、
福
島
の
支
援
物
販
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
お
菓
子
・
ラ
ー

メ
ン
・
お
酒
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

●問合せ●

075-801-8022

県立高田市病院（仮設）
仮設病棟で入院患者を受け入れるのは初めて。

陸前高田市のベルトコンベア
市街地全体を11メートル程度かさ上げする計画で、愛宕山を削っ
て土砂をベルトコンベアで運んでいる。
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氏名

組合名

1  2  3 4

    5  6

7 8  9

10  11  12

  13 14   15

16     18

  19

〔
た
て
の
カ
ギ
〕

①
う
ま
み
成
分
の
一
つ
で
す
。昆
布
、チ
ー

ズ
、緑
茶
、な
ど
に
大
量
に
含
ま
れ
ま
す
。

②
将
棋
の
駒
の
一
つ
で
す
。成
駒
は
竜
馬
で

す
。

③
手
軽
な
乗
り
物
で
す
が
、交
通
ル
ー
ル

は
守
り
ま
し
ょ
う
。14
歳
以
上
を
対
象

に
取
り
締
ま
り
が
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。

安
全
運
転
を
！

④
体
じ
ゅ
う
。

⑥
イ
ノ
シ
シ
を
改
良
し
た
家
畜
で
す
。音

読
み
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

⑧
清
潔
な
飲
み
水
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
や
家
族
の
命
と
健
康
を
守
る
だ

け
で
な
く
、女
性
と
子
ど
も
を
水
く
み

の
重
労
働
か
ら
解
放
し
ま
す
。

⑪
ペ
ル
ー
の
首
都
で
人
口
8
0
0
万
人
が

住
む
南
米
で
も
有
数
の
大
都
市
で
す
。

⑭
大
声
を
張
り
上
げ
て
し
か
り
つ
け
る
こ

と
。ま
た
、し
か
り
つ
け
る
よ
う
に
し
て

励
ま
す
こ
と
で
す
。

⑮
ハ
イ
ジ
、時
計
、銀
行
、永
世
中
立
国
、と

言
え
ば
何
で
し
ょ
う
。

⑱
金
時
草
、友
禅
、百
万
石
、と
言
え
ば
何
で

し
ょ
う
。

〔
よ
こ
の
カ
ギ
〕

①
日
本
で
最
初
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

の
集
合
住
宅「
30
号
棟
」が
建
設
さ
れ
ま

し
た
。

⑤
登
山
や
キ
ャ
ン
プ
の
必
需
品
で
す
。

⑦「
微
笑
み
の
国
」と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う

に
、い
つ
も
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
温
厚

で
優
し
い
気
質
の
人
が
多
い
そ
う
で
す
。

⑨
野
球
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
ス
コ
ア
ブ
ッ

ク
で
は
Ｋ
。ま
た
は
Ｓ
Ｏ
と
記
し
ま
す
。

⑩
日
本
の
地
球
観
測
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

技
術
衛
星
の
愛
称
で
す
。

⑫
父
毛
利
元
就
の
、宍
戸
元
源
と
の「
水
魚

の
思
」を
実
現
す
る
最
善
の
方
法
と
し

て
、元
源
の
子
隆
家
と
婚
姻
し
た
女
性
。

⑬
福
山
雅
治
の
代
名
詞
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

⑯
ピ
ス
コ
、カ
ル
ヴ
ァ
ド
ス
、ア
グ
リ
ラ
ム
、

ア
ク
ア
ビ
ッ
ト
、と
言
え
ば
何
で
し
ょ
う
。

⑱
ア
メ
フ
ラ
シ
、ト
コ
ブ
シ
、ア
オ
ヤ
ギ
、フ

ナ
ク
イ
ム
シ
、と
言
え
ば
何
で
し
ょ
う
。

⑲
二
酸
化
炭
素
の
23
倍
の
地
球
温
暖
化
を

促
進
す
る
物
質
で
す
。

　安い材料で美味しく家族全員満腹（笑顔）、家
計が助かります。
 中村　とも子（京都民医労乙訓支部）

歌
手
の
高
田
渡
は
、
自
分
が
歌
う
こ

と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
唄
は
民
衆
自
身
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。そ
こ
に
は
真
実
の
み
が
生
き
て

い
る
」と
。
高
田
渡
は
今
年
没
後
10
年
を

迎
え
た
が
、
彼
の
足
跡
を
振
り
返
る
と
、

こ
の
言
葉
の
重
み
を
、改
め
て
実
感
さ
せ

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

高
田
渡
は
1
9
4
9
年
１
月
１
日
、岐

阜
県
に
生
ま
れ
、
３
歳
で
母
親
を
亡
く

す
。祖
父
の
代
ま
で
は
裕
福
な
家
だ
っ
た

よ
う
だ
が
、
父
親
の
代
で
食
い
つ
ぶ
し
、

15
歳
の
こ
ろ
に
、
父
親
の
勧
め
で
、「
赤

旗
」
を
印
刷
し
て
い
る
会
社
の
文
選
工

（
鉛
活
版
文
字
を
揃
え
る
職
人
）
と
し
て

働
き
始
め
た
。
東
京
の
夜
間
高
校
で
学

び
、
ア
メ
リ
カ
の
歌
手
ピ
ー
ト
・
シ
ー

ガ
ー
に
影
響
を
受
け
、
ギ
タ
ー
を
弾
き

始
め
た
。
そ
の
後
、
1
9
6
8
年
に
デ

ビ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム
「
高
田
渡
／
五
つ
の
赤

い
風
船
」
を
発
表
し
、本
格
的
な
音
楽
活

動
を
開
始
し
た
。そ
の
ア
ル
バ
ム
の
３
曲

目
が
、「
自
衛
隊
に
入
ろ
う
」
で
あ
る
。
原

曲
は
M・レ
イ
ノ
ル
ズ
で
、
ピ
ー
ト・シ
ー

ガ
ー
が
歌
っ
た
「
A
ｎ
ｄ
ｏ
ｒ
ｒ
ａ
」
で

あ
る
。
高
田
渡
が
こ
の
曲
に
詩
を
つ
け
て

歌
っ
た
替
え
歌
が
、「
自
衛
隊
に
入
ろ
う
」

で
あ
っ
た
。
彼
自
身
、
こ
の
歌
を
、「
非

常
に
誤
解
さ
れ
て
い
る
歌
で
す
。防
衛
庁

が
是
非
、
譲
っ
て
欲
し
い
と
言
っ
た
。
そ

し
て
、後
に
は
欲
し
く

な
い
と
い
う
話
が
出

た
歌
で
ご
ざ
い
ま
す
」

と
語
っ
て
い
る
。
歌

詞
の
一
節
に
は
、「
ア

メ
リ
カ
さ
ん
に
も
手

伝
っ
て
も
ら
い
悪
い

ソ
連
や
中
国
を
や
っ

つ
け
ま
し
ょ
う
」
と
あ

る
。こ
こ
に
当
時
の
防

衛
庁
が
目
を
つ
け
た

の
か
も
し
れ
な
い
。し

か
し
、こ
の
歌
の
結
論

は
、「
自
衛
隊
に
入
っ

て
花
と
散
る
」
で
あ

る
。自
衛
隊
に
対
す
る

強
烈
な
皮
肉
を
込
め
た
内
容
だ
っ
た
の

で
あ
る
。こ
の
歌
は
Ｔ
Ｖ
で
も
放
送
さ
れ

て
い
る　

1
9
6
8
年
６
月
24
日
（
月
）

Ｔ
Ｂ
Ｓ
で
12
時
45
分
か
ら
放
送
さ
れ
て

い
た
「
ポ
ー
ラ
婦
人
ニ
ュ
ー
ス
」
で
あ
る
。

当
日
の
新
聞
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
婦

人
Ｎ
」
と
記
し
て
あ
り
、「
フ
ォ
ー
ク
ソ

ン
グ
は
発
言
す
る
」
と
い
う
題
で
あ
っ

た
。
こ
こ
で
彼
は
こ
の
歌
を
歌
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
世
の
中
へ
の
皮
肉
や
思

い
を
込
め
た
歌
は
、他
に
も
あ
る
。
彼
が

傾
倒
し
て
い
た
沖
縄
出
身
の
詩
人
、山
之

口
貘
の
詩
に
曲
を
い
く
つ
か
つ
け
て
い

る
。
ア
ル
バ
ム
「
ご
あ
い
さ
つ
」
の
中
に

あ
る
、「
鮪
に
鰯
」
で
は
、「
鮪
は
原
爆
を

憎
み
／
水
爆
に
は
ま
た
脅
か
さ
れ
て（
中

略
）
ビ
キ
ニ
の
灰
を
か
ぶ
っ
て
い
る
」
と

歌
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
詞
は
、
第
五
福
竜

丸
事
件
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
明
ら

か
で
あ
る
。
ま
た
、「
生
活
の
柄
」
と
い
う

歌
が
あ
る
。
こ
の
歌
の
歌
詞
も
、山
之
口

貘
で
あ
る
。高
田
渡
を
題
材
に
し
た
あ
る

放
送
局
の
番
組
で
、彼
が
こ
の
歌
を
歌
う

と
言
う
と
、
番
組
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
、
別

の
歌
に
し
て
欲
し
い
と
言
い
、難
色
を
示

し
た
。
何
が
ま
ず
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、

歌
詞
の
中
に
あ
る
「
浮
浪
者
」
と
い
う
言

葉
で
あ
る
。
こ
の
件
を
取
材
し
た
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
森
達
也
の
質
問
に
対
し
て

高
田
渡
は
、「
も
し
言
葉
を
言
い
替
え
た

ら
そ
の
瞬
間
に
、こ
の
歌
の
意
味
を
す
べ

て
失
う
…
だ
っ
た
ら
僕
は
も
う
歌
わ
な

い
」
と
語
っ
た
と
い
う
。

　

こ
こ
に
あ
る
の
は
、高
田
渡
自
身
の
歌

へ
の
思
い
と
、
そ
の
思
い
を
踏
み
つ
け
に

す
る
者
た
ち
へ
の
、
憤
り
で
あ
る
。

　

今
国
会
で
は
、
安
倍
内
閣
が
憲
法
９

条
で
は
認
め
ら
れ
な
い
、戦
場
へ
の
自
衛

隊
派
兵
、
ア
メ
リ
カ
と
一
体
と
な
っ
て
世

界
中
で
、自
衛
隊
が
戦
争
で
き
る
よ
う
に

す
る
「
戦
争
法
案
」
が
審
議
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
戦
争
法
案
に
対
し
て
、
多
く

の
国
民
が
反
対
の
声
を
あ
げ
て
い
る
。こ

の
国
の
宰
相
の
頭
の
中
ま
で
は
詳
ら
か

で
は
な
い
が
、
あ
る
識
者
は
こ
う
言
っ
て

い
る
。一
刻
も
早
く
自
衛
隊
を
戦
場
に
送

り
、戦
死
者
を
作
り
出
す
。
そ
う
す
れ
ば

日
本
の
国
中
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
発

揚
し
、
そ
の
期
に
憲
法
を
改
正
し
、
一
気

に
日
本
の
国
を
軍
事
国
家
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
。「
自
衛
隊
に
入
っ
て
花
と

散
」っ
た
自
衛
隊
員
の
屍
が
ど
ん
な
物
な

の
か
。
そ
し
て
、日
本
の
国
中
に
わ
き
起

こ
る
「
ニ
ッ
ポ
ン
」
コ
ー
ル
。
想
像
し
た

く
な
い
光
景
で
あ
る
。

　

も
し
も
高
田
渡
が
こ
の
時
代
に
生
き

て
い
た
と
し
た
ら
、彼
は
ど
ん
な
言
葉
を

口
に
し
た
で
あ
ろ
う
か
。高
田
渡
は
無
類

の
酒
好
き
で
、酒
に
ま
つ
わ
る
逸
話
は
数

知
れ
ず
ほ
ど
あ
っ
た
が
、
酒
で
酔
っ
払
っ

て
い
て
も
、
一
点
を
睨
み
付
け
て
、
自
分

自
身
の
思
い
の
丈
を
ぶ
つ
け
て
い
た
で

あ
ろ
う
。

　

私
は
今
、高
田
渡
が
自
分
が
歌
う
こ
と

に
つ
い
て
語
っ
た
、「
唄
は
民
衆
自
身
の

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
こ
に
は

真
実
の
み
が
生
き
て
い
る
」。
こ
の
言
葉

の
重
み
を
改
め
て
考
え
て
い
る
。

�

（
川
上
裕
光
）

給食対策委員会

焼き肉丼

　「タルク」のこと、知りませんでした！　
ちょっとびっくりです。
 井上　弥寿子（京都第二日赤労働）

　毎回楽しんで読んでいます。
　私は民医労西支部に属していますが、あまり組合の活
動に参加できていません。
　京都の医療関連の組合ががんばっている姿がわかっ
てうれしいです。 西本　辰廣（京都民医労西支部）

希代の悪法「戦争法案」で蘇る、
高田渡「自衛隊に入ろう」

牛もも赤身薄切り肉������������� 60ｇ
　　おろしにんにく、おろししょうが����� 少量
　　コチュジャン������������小さじ1/3
　　ごま油、しょうゆ、酒��������小さじ1/2
　　砂糖����������������小さじ1/3
ごま油�����������������小さじ1/2
玉葱（くし形切り）�������������� 50ｇ

にんじん（短冊切り）������������� 10ｇ
しめじ������������������� 15ｇ
　　砂糖����������������� 小さじ1
　　しょうゆ��������������小さじ2/3
　　豆板醤����������������� 適量
いり白ごま����������������� 少量

●材料〈1人分〉

ａ
b

①牛肉はａをもみこむ。
②しめじは石づきを除きほぐす。
③ フライパンにごま油を熱して①をいため取り出す。続けて玉葱、にんじん、②をいためてｂを加

え混ぜ、牛肉を戻し入れて全体を混ぜる。
④器にごはんを盛って③をのせ、ごまをふる。

作り方

「
日
本
フ
ォ
ー
ク
私
的
大
全
」
な
ぎ
ら
健
壱　

筑
摩
書
房　

1
9
9
5
年

「
放
送
禁
止
歌
」
森
達
也�

解
放
出
版
社　

2
0
0
0
年

「
赤
旗
」日
曜
版　

2
0
1
5
年
5
月
31
日
29

面　

田
中
倫
夫　

日
本
共
産
党

ア
ル
バ
ム「
高
田
渡
／
五
つ
の
赤
い
風
船
」ラ

イ
ナ
ー
ノ
ー
ト
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安
倍
政
権
に
よ
っ
て
様
々
な
悪
法
が
は
び
こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
、私
た
ち
は
平
和
を
守
り
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
日
を
勝
ち
取
る

た
め
に
、
声
を
大
き
く
し
て
団
結
し
て
頑
張
る
時
だ
と
思
い
ま
す
。
新

し
い
時
代
が
必
ず
来
る
事
を
信
じ
て
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！

�

（
K
）

編
・
集
・
部
・
だ
・
よ
・
り

5月16日に76人の参加で
「春のナースウェーブ」を
行いました。ジャーナリス
トの小林美希さんが看護
師の特定行為問題の危険
性について講演されまし
た。講演の後は、各職場
の実態の報告を行い、四
条烏丸で増員署名の宣伝
行動をしました。

京都府内各地で行わ
れたメーデー集会
には京都医労連か
ら600人を超える仲
間が参加しました。
とっても暑い一日で
したが、みんなで楽
しくアピールしてき
ました。

第82回メーデー

5.3憲法集会in京都

5月3日に円山音楽堂で「生かそう憲法・守ろう９条・戦争する国にしない！させ
ない５. ３憲法集会」が3000人以上の参加で行われました。集会では元内閣官房副
長官補の柳澤協二さんが講演され、イラク派遣など近年の自衛隊の海外派遣が如何
に危険であったか、自衛隊内部でも大きな不安と混乱を招いた実態が語られました。
集会後は、京都市役所までパレードを行い、府民にアピールしました。
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